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　この度、京都市ユースサービス協会の常務理
事に就任いたしました。皆様よろしくお願いし
ます。
　ここ 5 年はひきこもり等の相談支援の仕事に
携わってまいりました。振り返りますと私が働
き始めた 70 年代は、日本の社会全体が経済成長
を目指し邁進していたように思います。
　現在は急激に進む少子高齢化、またグローバル
化の渦の中で、変化を受け入れられなくて取り残
される大人、その姿を見てさらに困惑し未来に希
望を感じられない若者が増えている。そんな感覚
さえ覚えます。言い換えれば、古き良き時代から
抜け出せずにいる大人が自分の価値観を若者に押
し付け、その価値観を理解できない若者が困惑し
悩み苦しんでいるのが現代社会の一端ではないで
しょうか。私たち大人は日常の自然な形の中で若
者を受け入れ、個々の個性や価値観を尊重するこ
とで、初めて歩みを続ける彼らの姿に触れること
が出来るのではないでしょうか。
　協会では、若者が集い・語らい・社会の一員
として自ら創り上げていく場の提供も目指して
います。“ 若者よ！　語ることで自身の悩みや未
来へのヒントが見えてくることもある！　ユー
スワーカーと話してみよう！ ”

京都市ユースサービス協会
常務理事

 薗田 博司

常務理事就任にあたり
〜所感〜
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子どもから責任ある大人へと成長する青少年
を支援しています。
家庭、学校、地域社会、職場ほか、青少年が
自主的な活動場面への参加を通じて、社会と
交わり、自身の興味や関心を豊かにし、必要
に応じて、助言、情報、または多様な人的・
物的資源が得られるような機会を提供します。

ユースサービスの理念
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18：00　学習支援の学生ボランティア
「自分のことのように中学生のことを考
えている」「一緒に成長していける」と
感じている。

19：30　「テストがやばかった」高校生
中 1 からちょいちょい来てた。高校に
入ってからは久しぶり。テストの点が
心配……。今日は、3人でたなばたカフェ

（※①）のメニューを全種類食べた。

20：30　仕事終わりに来た元職員
休みの前日で、仕事終わりにパワーを
もらいに立ち寄った。やませいは僕の
Another sky ！

19：00　ローカルアイドルがダンス
やませいは若い人が多くて利用したく
なる雰囲気。窓ガラスを鏡にみたてて
ダンスの練習をしていると、外から通
りすがりの人が観ていくこともある。

18：00　サッカーの裾野を広げたい！
サッカー教室を開いている。サッカー
が好きな子に教えるより、サッカーに
出会うきっかけがない子に楽しさを
知ってもらうことを大事にしたい。

※①�たなばたカフェ：『やませいカフェ（※
③）』の特別版を 7 月 7 日に実施。メ
ニューは、かき氷（チョコ味とマンゴー
味）とフルーツパンチ。
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12：00　ひとつかみで 200g の麺がわかります
大学ボランティアセンターの仲良しグ
ループで遊びに来た。メンバーのひとり
は、製麺所のバイトで鍛えた、麺の重
さをつかんだだけでわかることが特技。

10：00　夏休みになったらよく来るかも
今日は自習室で英語の勉強。意味は同
じなのに様々な単語があって苦手。高
校では文化系の部活に入りたい。

11：00　長年続く書道サークル
今日は出展の締め切りだったので集中
して書いていますが、いつもは楽しく
気楽に書いています。いつでもどなた
でもどうぞ。

13：00　人気の調理実習
障がいのある人が日常生活でできるこ
とを増やしています。大人数で使える
調理室はここしかないので助かってい
ます。

14：00　芸人のタマゴになって 2 ヶ月め
高校卒業するまではよく来てた。今は
高校時代の友人と芸人養成学校で修業
中。いつか自分の冠番組を持ちたい。

17：00　大学の料理サークル
「おいしいものを作って食べる」をテー
マに料理好きやひとり暮らしの学生が
活動するサークル。大学では料理室が
借りられないので、ここで活動中。

13：30　未来の人気者たち
流行りの YouTuber になってファンを作
り有名になって起業したい。今日はキャ
ラ設定を考える会議をする。

15：00　クラブもクラスも一緒の中 1 男子
今日はロビーに遊びに来た。和室で勉
強したりゲームしたりして過ごすこと
がある。

15：30　もうすぐ引退するテニス部中学生
中 1 のころからテニスをしてる。あん
まり強くないけどテニスは楽しい。

16：30　キュウケイチュウ
ワレワレハ、キュウケイチュウダ。ヨ
ロシク。ヨクヤスメル。ソファーガ キ
モチイイ。イエガ チカイ。マンガガ ア
ル。テレビガ アル。

13：30　フットボールクラブに参加した親子
ずっと山科にいるが、こんな所があるこ
とは知らなかった。最近は、グラウンド
も公園も使えないことが多いので、子ど
もが走り回れる場所があってうれしい。

15：00　今日、2 回めのイッテ Q ゲーム
家ですることがなかったから遊びに来
た。ボードゲーム、楽しい！　小 4 の
頃にお兄ちゃんと一緒にテニスしに来
たことがある。

17：00　誕生日のケーキを作る姉弟
今日、誕生日の母親に「ケーキ買ってきて」
と言われたので、サプライズで自分たち
で作ることにした。きっと喜んで LINE の
タイムラインに載せるやろうなぁ。

18：00　顔つきがしっかりしてきた新社会人
高 1 から 5 年くらい使ってる。最近、
仕事を始めて、今日は初給料で友達と
飲みに行く。集合前に職員の顔を見に
寄ってみた。

19：30　買い物帰りに来た高校生
中 3 の時はよく来てた。ちょっと時間
があったので半年ぶりに来た。ボード
ゲームで遊んだけど、ルールってよく
できてるなぁ。おもしろい！

13：00　ダンスの前にトランプで対戦
『スピード』の対戦中。週 1 回くらい来
てます。遊び道具があるのが楽しい。

10：00　週 2 でやませいを使うテニスサークル
サークルの名前は発足した年（2004
年）からとった。テニスのほかに登山
や BBQ などいろいろやっている。来月
は富士山に登る予定。

12：00　インターンシップの事前訪問に来た大学生
ボランティア活動や対人支援に興味が
あって、ここの活動のことをもっと知
りたくて来ました。8月から頑張ります。

14：00　中学 2 年生女子 4 人組
ここはお金がかからないので来やすい。
ほかに遊ぶところないし。部活が終わっ
てから来ることが多いかな。2 週間に 1
回は遊びに来てる。

15：30　テニサーかと思いきや野球サー
時々、テニスをしたくなってやませい
を利用する。年 1 回のペースで来てい
る。最近、テニスの良さに目覚めた！

17：30　ずぶ濡れで来た女子高生
さっき病院でへそピアスあけてきた。
まだ血止まってなくてちょっと不安。
帰りに大雨だったので傘借りようと
思って寄ってみた。

19：00　後輩の思い出作りをプロデュース
大学の新入生のゼミで運動会をしに来
た。企画はゼミのサポートをする 2 回
生。大盛り上がりで、ここまで苦労も
あったけど、やってよかった !!

20：00　1 日遅れの願いごと
お目当ての職員が出勤してると友人に
聞いて遊びに来た。七夕の願いごと書
いてなかったし、まだ飾ってるやませ
いで書いとこう。中身は内緒。

やませいのつぶやき　〜何でこの写真なん？〜

　コトバに添えられた写真の中には、本文には出てきていな
いエピソードが込められているものもあります。
　例えば、土曜日 19：30 のヘルメット。このヘルメットの
口のように見える部分の加工は、本人の手作りです。すごい
でしょ？　「かっこいいヘルメットってあんまり無くて。無
いなら作ったらいいやんって思った。」大きなバイクに乗る
ようになった彼の成長と、手先が器用な変わっていない彼ら
しさの両方が垣間見え、心温まりました。
　他の写真にもどんなストーリーが込められているか想像し
て楽しんでみてください。

やませいロビーの様子を定点カ
メラで撮影しハコの魅力を HP
で公開しています。
≪URL ≫　
http：//ys-kyoto.org/yamashina/99hours/
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11：30　ロビーで勉強前に食事休憩中
ズバリ、環境が整っている。例えば、
自習室やテニスコート。「したいなぁ」
と思ったことができる。『べる（※②）』
で地域貢献もできるし。

12：30　家じゃ集中できない！
塾が休講の時に勉強しに来てる。助産
師を目指している高校生です。

13：30　ロビーでの勉強が一番集中できる！
高校に入ってからはひとりで自習しに
来てる。ロビーは適度ににぎやかで集
中できるし、飽きたら職員とお喋りす
るのも楽しい！

17：00　座る場所があっていい！
トランプがある！　テニスコートがあ
る！　今日はヒマやったから小学校か
らの友達と来た。

18：00　大学生活、楽しいです！
受験期間はほぼ毎日、自習室に来てい
ました。今はバイトをしたり、高校の
友達と遊んだり、大学生活も充実して
います。

20：00　ひま～
行くところないからやませいに来る。
夜 12 時まで開いててほしいなあ～。お
泊り会もしたい !

13：00　レザークラフト楽しんでます
40 年くらい利用しています。レザーク
ラフトだけでなくお喋りも楽しんでい
ます。興味ある方、一度見に来てくだ
さい。

17：30　日曜日の「未来の人気者」の彼女
彼氏が YouTuber で有名になって起業す
ると言っている。ネットでたたかれて
いる人もいるので心配。

19：00　センターのテニス企画に参加した 20 代の 2 人
講師に誘われて参加した。普段は同じ
世代の人としかテニスをしないので、
中学生とできて楽しかった。

20：30　バイト終わりの美容師のタマゴ
お目当ての職員に癒されようと思った
のに、不在で会えなかった。残念！　
Wi-Fi 使えるようにして！

※②�べる：10 代の青少年が、やませい内や、
地域での活動に取り組み、その対価
として得ることができる地域通貨。

※③�カフェ：『やませいカフェ』。毎週火曜日に 17 時からオープンして
いる。大学生ボランティアが運営し、毎回メニューが変わる手づ
くりの軽食を 100 円で主に中高生に販売・提供している。

10：00　1 月の大学院入試に向けて猛勉強中
今は精神科医を目指してアメリカの大
学で心理学の勉強中。長期休みの間は
山科に帰ってきています。

12：00　消防音楽隊の公演で来ました
年間、約 260 ステージに出演し、演奏
で興味を引きつけつつ、防火や救急事
故防止について、劇などでわかりやす
く伝えています。

17：00　部活終わりに遊びに来た中学生
部活終わりに喋りに来た。ついでにか
わいい子探しも。空いてたらどの部屋
でも利用する主義。

19：00　テスト前の高校 2 年生
去年から使い始めた。ダンスのレッス
ンや、テスト前に友だちと喋りながら
勉強するのに使っている。

20：00　ふらっと顔を出した 17 歳
この間、河原町で職質かけられて靴下
の中まで調べられた。腹立つ。ヒマやし、
友達を呼び出そ～。

10：00　やっぱり仲間が大事！ 卓球大好き
開所当時から利用しています。杖をつ
くようになっても来るつもりです。試
合に出続けることを目標に練習してま
す。

11：00　健康体操 Glee メイト
健康寿命をのばすための運動！　道具
を使って脳トレ！　楽しい仲間づく
り！　皆さんも参加しませんか？

15：30　「はぐくみ」ネットワーク
子どもを支え、はぐくむために地域の
様々な団体が集まりました。今日は「小
学生の科学教室」の抽選会です。ハズ
レた人はごめんなさい。

17：00　カフェ利用 30 回以上の高 3
今日はカフェ（※③）のために来た！　
中 3 から 30 回くらいは食べてると思う。
もうすぐ夏休みやけど、その前の三者面
談が憂鬱。進路決めんとなぁ……。

19：30　14 年続いている日本語教室
大学生が立ち上げた活動。語学の勉強
だけでなく交流も楽しみの一つです。
国境に縛られない交流があると、人と
の縁を感じます。

20：30　友だちに呼び出された 18 歳
急に呼び出されたけど、来てあげた。
中 1 から高 3 の今まで結構使ってる。
早く帰ってマリオカートやりたいのに
……。

14：30　『人生ゲーム』が一番楽しい！
山あり谷あり、の人生を体験できるの
がおもしろい！　ロビーにクーラーも
ついているし、いろんなボードゲーム
あるし、最高 !!
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私たちが編集しました！

9

【右】小嶋あかり（17）
【左】的場美帆（17）
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踏
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今
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音
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ン
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不
当
に
価
格
を
吊
り
上
げ
て
転
売
し
た
り
す
る
個
人
や
業
者
が
横

行
す
る
「
高
額
転
売
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
自
身
も
、

手
に
入
ら
な
か
っ
た
大
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
が
転
売

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
知
り
、
こ
の
問
題
が
身
近
に
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
音
楽
好
き
の
私
た
ち
2
人

が
考
え
、
記
事
に
し
て
み
ま
し
た
。

　

転
売
と
言
っ
て
も
様
々
な
種

類
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
や

り
取
り
は
目
に
見
え
て
い
る
の

で
通
報
で
き
て
も
、
直
接
会
っ

て
取
引
し
た
場
合
は
取
り
締
ま

る
こ
と
が
難
し
く
、
ま
た
ど
こ

か
ら
が
高
額
と
な
る
の
か
の
価

値
観
に
は
個
人
差
が
あ
る
た

め
、
ル
ー
ル
を
作
っ
て
取
り
締

ま
る
と
し
て
も
、
線
引
き
が
難

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

電
子
チ
ケ
ッ
ト
は
現
代
の
技

術
の
産
物
で
便
利
で
す
が
、
曖

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
の
公
演
日
が
一
緒

に
行
く
予
定
の
友
達
と
か
ぶ
っ
た
の
で
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
人
に
譲
っ
た
。
そ
の

際
に
、
定
価
プ
ラ
ス
相
手
の
可
能
な
範
囲
で
料

金
を
上
乗
せ
し
た
。

➡�

相
手
の
可
能
な
範
囲
で
料
金
を
上
乗
せ
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
他
に
不
正
転
売
を
行
っ
て
い

る
人
と
比
べ
る
と
良
心
的
だ
と
思
い
ま
し

た
。
料
金
の
上
乗
せ
と
い
う
点
で
は
、
自
分

が
頑
張
っ
て
取
っ
た
チ
ケ
ッ
ト
だ
か
ら
、
上

乗
せ
し
た
い
気
持
ち
も
分
か
ら
な
い
こ
と
も

な
い
で
す
。

　

好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

グ
ッ
ズ
販
売
の
列
に
並
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
直

前
で
商
品
を
業
者
が
大
量
購
入
し
た
た
め
、
売

り
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

➡�

大
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
た
め
に
頑
張
っ

て
遠
方
に
行
く
人
だ
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、

そ
う
い
う
人
た
ち
の
気
持
ち
も
考
え
て
ほ
し

い
！　

定
価
で
あ
ろ
う
が
高
額
で
あ
ろ
う

が
、
も
と
も
と
売
る
つ
も
り
で
購
入
す
る
こ

と
に
は
反
対
！

ま
と
め

昧
な
点
も
あ
る
た
め
、
そ
の
部

分
を
明
確
に
し
て
い
け
る
よ
う

に
す
る
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。

　

不
正
な
転
売
業
者
は
様
々
な

手
を
使
っ
て
い
て
、
な
か
な
か

減
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
業

者
を
減
ら
す
に
は
フ
ァ
ン
の
行

動
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
が
運
営
し
て
い
る
「
チ

ケ
ト
レ
（
※
2
）」
と
言
う
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
り
、
最
近

　

賛
成
は「
楽
で
便
利
」「
チ
ケ
ッ

ト
を
無
く
さ
な
い
で
す
む
」、
反

対
は
「（
電
子
チ
ケ
ッ
ト
に
し
た

と
こ
ろ
で
）
高
額
転
売
は
無
く

な
ら
な
い
」「
シ
ス
テ
ム
が
よ
く

分
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
電
子
チ
ケ
ッ
ト
は

ス
マ
ホ
内
で
管
理
が
で
き
る
た

め
、
高
額
転
売
の
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
チ
ケ
ッ
ト
を
購

入
し
た
経
験
が
な
い
と
の
こ
と

で
、
音
楽
業
界
で
は
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
高
額
転
売
で

す
が
、
一
般
的
に
は
ま
だ
そ
こ

ま
で
問
題
と
認
識
さ
れ
て
お
ら

ず
、
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
、「
あ
る
」
と
答
え
た
人

が
20
％
い
た
の
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

普
及
や
、
転
売
サ
ー
ビ
ス
の
コ

◎高額転売の問題点
・�組織的にチケットを買い占める一部の人たちのために、
本当にチケットを欲しいファンが購入しにくい。

・�転売サイトや SNS上で、偽造チケットが売られるな
どして犯罪の温床となっている！

・�アーティストのファンが経済的負担を受け、コンサー
トを楽しんだり、グッズを購入したりできたであろう
機会を奪われている！

◎高額転売への対策
・�チケットを適正な価格で売買できるシステムがつくら
れはじめている。

・�ネット上のダフ屋行為（※ 1）を取り締まれない現行
法規の改正を、アーティストやレーベルなど日本の音
楽業界が政府や自治体に対して訴えている。

・�電子チケット（スマートフォンを利用して会場に入場
できるサービス）の導入。
➡�システムや運用が発展途上のため、トラブルもたびた
び起こっている。

※1　�転売屋の一種で、乗車券、入場券や観覧券などを転売目的で入手し、
チケット類を買えなかった人や買いたい人に売りさばく者、また
は業者のこと。 ダフ屋が不正に売りさばいたり、売りさばこうと
する行為を、「ダフ屋行為」という。

　

し
か
し
、
電
子
チ
ケ
ッ
ト
は

こ
こ
数
年
の
間
で
導
入
さ
れ
た

た
め
、
ま
だ
仕
組
み
を
理
解
し

て
い
な
い
人
が
多
い
よ
う
で

す
。
ま
た
自
身
の
ス
マ
ホ
を
貸

し
て
高
額
転
売
す
る
者
も
出
て

き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
の
影
響
が
大

き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、「
あ
る
」
と
答
え
た

人
を
対
象
に
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入

額
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
定
価
で

の
購
入
が
1
番
多
く
、
正
当
な

価
格
で
の
取
引
が
多
い
一
方
で
、

次
い
で
定
価
以
上
で
の
取
引
が

多
く
、
実
際
に
高
額
転
売
が
身

近
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

「電子チケットに賛成か反対か？」

「転売サイトや SNS 等を利用して、

チケットを購入したことがあるか？」

賛成 71%
（153 人）

反対 26%
（55 人）

どちらでもない 3%
（6人） 合計 214 人

芸
能
人
が
し
て
い
る
よ
う
に
、

Tw
itter

で
「
＃
転
売
Ｎ
Ｏ
」

と
い
う
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け

た
り
し
て
自
分
の
気
持
ち
を
投

稿
し
て
み
る
の
も
良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
２　

�

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を

楽
し
み
た
い
人
の
た
め
の
公

式
チ
ケ
ッ
ト
ト
レ
ー
ド
リ

セ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
。
チ
ケ
ッ

ト
は
券
面
価
格
で
出
品
さ

れ
、
個
人
同
士
の
取
引
に
運

営
会
社
が
仲
立
ち
す
る
な

ど
、
売
る
方
も
買
う
方
も
安

全
に
取
引
が
で
き
る
。

体
験
談
②

体
験
談
①

ない80%
（170 人）

無回答
（1 人）

定価 65%
（28 票）

定価以上 28%
（12 票）

ある 20%
（43 人）

定価以下 7%
（3票）

（引用サイト https://www.wikipedia.org/）

合計 214 人
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ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
と
い
う
考
え
方
と
手
法
は
重
要

な
柱
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
関
係
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
す
。

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
へ
の
誤
解

　
最
近
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
す
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
誤
解
し
た
り
、
そ
の
あ
る
一
面
だ
け

を
捉
え
た
使
い
方
を
さ
れ
た
り
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
、
違
和
感
を
覚
え
て
い

ま
す
。
市
民
活
動
や
若
者
と
関
わ
る
現

場
で
経
験
を
積
ん
だ
人
で
す
ら
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
う
言
葉
を
誤
解
し

て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の

典
型
は
、
何
か
小
グ
ル
ー
プ
で
活
動
や

「
ワ
ー
ク
」（
※
1
）
を
行
う
こ
と
＝
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る

使
い
方
で
す
。
確
か
に
、
グ
ル
ー
プ
で

ワ
ー
ク
（
作
業
）
さ
せ
る
の
だ
か
ら
グ

ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
で
、
間
違
い
で
は
無

い
の
で
す
が
ね
…
…
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
う
の
は
、

元
々
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
一
つ
の

手
法
で
あ
り
、（
小
）
集
団
で
の
活
動

で
そ
の
力
を
用
い
て
、
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
個
々
人
が
課
題
解
決
に
向
か
っ
た

り
、
成
長
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ

と
を
後
押
し
す
る
考
え
方
と
方
法
と
し

て
、
経
験
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
発

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
戦
後
日

本
に
紹
介
さ
れ
、「
民
主
的
な
教
育
活

動
の
原
理
・
方
法
」
と
い
っ
た
形
で
青

少
年
団
体
の
指
導
者
養
成
に
組
み
込
ま

れ
た
り
、
福
祉
現
場
に
も
取
り
込
ま
れ

た
り
し
て
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
の
学
問
的
な
研
究
も
、
そ

れ
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お
い
て
中
心

的
な
役
割
を
果
た
す
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

カ
ー
を
育
て
る
十
分
な
環
境
が
整
え
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
有
効
性
が
実
証
さ
れ
ず
、
そ

れ
に
伴
っ
て
徐
々
に
研
究
も
低
調
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
が
、

現
在
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＝
グ

ル
ー
プ
で
ワ
ー
ク
を
す
る
こ
と
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＝
便
利
な
集
団
処
遇
と

い
う
誤
解
を
生
む
基
に
な
っ
た
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
践
例

　
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
は
い
っ

た
い
何
な
の
か
？
　「
集
団
の
力
を
生

か
し
て
メ
ン
バ
ー
の
課
題
解
決
に
つ
な

げ
る
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
？
　
ち
ょ
っ
と
事
例
を
取
り

上
げ
て
説
明
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
以
下
は
、
高
校
生
が
作
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
編
集
会
議
の
シ
ー
ン
で
す
。

高
校
生
が
取
り
上
げ
る
内
容
を
議
論
し

な
が
ら
決
め
て
い
く
の
で
す
が
、
と
も

す
れ
ば
議
論
は
雑
談
に
流
れ
て
い
き
が

ち
。
放
っ
て
お
け
ば
時
間
中
ず
っ
と
雑

談
し
て
い
る
の
で
す
が
、
担
当
の
ユ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
は
高
校
生
た
ち
の
気
持
ち

を
受
け
止
め
な
が
ら
我
慢
強
く
待
ち
ま

す
。
こ
の
日
も
、
自
分
が
取
り
上
げ
た

い
こ
と
を
出
せ
る
よ
う
ブ
レ
ー
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
も
取
り
入
れ
な
が
ら
ユ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
は
議
論
を
紡
い
で
い
き
ま

す
。
そ
う
し
た
時
間
の
後
、
あ
る
コ
ー

ナ
ー
に
つ
い
て
こ
ん
な
や
り
と
り
が

…
…
。

（
さ
　
ち
）
普
段
、
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
、
と
り
あ
げ
た
い
こ
と
あ

る
？

（
ま
り
こ
）「
変
（
へ
ん
）」
っ
て
言
わ

れ
る
。
普
段
言
わ
れ
て
気
に
な
っ

て
い
る
…
…
み
ん
な
よ
く
使
う
け

ど
。
普
通
と
ボ
ー
ダ
ー
っ
て
何
？
　

「
変
」
っ
て
何
？

（
マ
　
サ
）
そ
ん
な
ん
な
あ
…
…
。（
何

か
ふ
ざ
け
て
見
せ
よ
う
と
す
る
）

（
さ
　
ち
）
ち
ょ
っ
と
静
か
に
し
！

（
植
　
野
）
ゆ
っ
く
り
言
っ
て
み
な
よ
。

（
ま
り
こ
）
私
、
学
校
で
変
わ
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
が
す
ご
く
嫌

で
。
さ
と
こ
ち
ゃ
ん
（
双
子
の
妹
）

は
嬉
し
い
み
た
い
。
だ
け
ど
、
私
は

嫌
だ
か
ら
。「
変
っ
て
何
」
っ
て
聞

き
た
い
。

（
ゆ
　
う
）な
ん
か
抽
象
的
だ
よ
ね
。（
話

を
続
け
た
く
な
い
様
子
）

（
ま
り
こ
）
最
近
、
普
通
に
な
っ
て
き

た
っ
て
友
だ
ち
に
言
わ
れ
る
。
そ
れ

で
傷
つ
い
た
。
じ
ゃ
あ
普
通
っ
て

何
？
（
少
し
興
奮
気
味
に
一
気
に

し
ゃ
べ
る
感
じ
）

（
き
ょ
う
）
な
ん
か
こ
の
コ
ー
ナ
ー
よ

り
、
特
集
の
テ
ー
マ
の
方
が
い
い
と

思
う
。

（
さ
　
ち
）「
普
通
っ
て
何
？
」
み
た
い

な
感
じ
か
な
。

（
ま
り
こ
）
え
っ
…
…
ご
め
ん
な
さ
い
。

（
植
　
野
）
謝
ん
な
く
て
い
い
よ
。

（
き
ょ
う
）
そ
う
だ
よ
！

（
さ
　
ち
）
特
集
で
考
え
る
か
？

（
ゆ
　
う
）
抽
象
的
す
ぎ
な
い
か
…
…
。

（
ワ
ー
カ
ー
）
そ
う
だ
ね
、
じ
ゃ
あ
、

ま
り
こ
ち
ゃ
ん
、
今
の
分
担
と
並
行

し
て
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
具

体
的
に
伝
え
る
準
備
を
し
て
み
よ
う

か
。

（
ま
り
こ
）
え
ー
っ
、言
う
ん
で
す
か
？

　
苦
手
だ
な
。

（
植
　
野
）
口
で
言
う
の
が
嫌
だ
っ
た

ら
メ
モ
で
も
い
い
よ
。

（
き
ょ
う
）
そ
う
し
な
よ
！
（
そ
の
他

の
役
割
分
担
、
詳
細
を
決
め
て
い
く

こ
と
に
…
…
）

　
こ
こ
で
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
話

の
内
容
だ
け
を
見
れ
ば
、〝
高
校
生
た

ち
が
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
内
容
を
話
し

合
っ
て
分
担
を
考
え
た
〟
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、そ
の
過
程
で
起
こ
っ

て
い
た
、
メ
ン
バ
ー
間
の
感
情
や
価
値

観
の
や
り
と
り
に
注
目
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
何
人
か
は
、
ま
り
こ

の
発
言
を
あ
ま
り
重
視
し
な
い
反
応
を

し
ま
す
が
、
植
野
や
き
ょ
う
等
は
は
っ

き
り
と
ま
り
こ
が
発
言
し
続
け
る
よ
う

支
持
し
ま
す
。
普
段
は
引
っ
込
み
思
案

な
ま
り
こ
で
す
が
、
自
分
の
感
じ
る
違

和
感
に
つ
い
て
取
り
上
げ
記
事
に
し
て

い
く
よ
う
、
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
も
促

さ
れ
て
言
語
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
ま
り
こ
に
と
っ

て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
が
グ
ル
ー
プ
の
力
を
生

か
し
て
「
変
っ
て
何
？
（
学
校
で
変
っ

て
言
わ
れ
る
こ
と
の
意
味
は
？
）」逆
に
、

「
普
通
っ
て
何
？
」
と
い
う
こ
と
を
深

く
自
分
事
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
ユ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
は
、
自
由
に
高
校
生
た
ち
が
話
し

や
す
い
場
づ
く
り
を
す
る
こ
と
と
、
ま

り
こ
の
発
言
を
支
持
し
企
画
と
し
て
ま

と
ま
る
よ
う
方
向
付
け
を
し
ま
す
。
学

校
や
学
年
も
異
な
る
高
校
生
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
自
己
表
現
出
来
る
場
づ
く
り

を
す
る
こ
と
が
、
こ
の
取
り
組
み
の
趣

旨
な
の
で
す
が
、
普
段
は
ふ
ざ
け
て
ば

か
り
い
る
彼
／
彼
女
ら
が
、
急
に
集
中

し
て
課
題
に
向
き
合
う
場
面
が
出
て
き

ま
す
。
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
そ
う
し
た

場
面
を
捉
え
て
メ
ン
バ
ー
の
経
験
の
機

会
に
つ
な
げ
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
う

し
た
一
連
の
関
わ
り
全
体
が
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
一
例
だ
と
言
え
ま
す
。

ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
は
、「
若
者
が
楽
し
さ
・

挑
戦
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
学
び
と
実
践

を
通
し
て
、
自
分
自
身
や
他
者
お
よ
び

社
会
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
こ
と
を
手

助
け
す
る
」
こ
と
で
す
（
前
号
参
照
）。

若
者
が
育
っ
て
い
く
中
で
、
家
族
を
離

れ
た
集
団
に
属
し
て
い
く
こ
と
が
大
き

な
意
味
を
持
つ
の
で
、
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
も

集
団
・
グ
ル
ー
プ
を
通
し
た
関
わ
り
が

と
て
も
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
集
団
の
持
つ
力
へ
の
理
解
、
そ
の

京
都
市
ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
協
会
・
事
業
部
長
　
水
野
篤
夫

中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
観
取
す
る

こ
と
、
メ
ン
バ
ー
同
士
が
相
互
援
助
し

あ
う
た
め
の
後
押
し
の
方
法
な
ど
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
技
法
は
大
き
な
武
器

と
な
り
ま
す
。
単
に
楽
し
く
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
進
め
ば
い
い
、
メ
ン
バ
ー
の
葛
藤
が

避
け
ら
れ
れ
ば
い
い
、
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
（
若
者
）
の
挑
戦

を
促
し
続
け
る
場
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ

を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
ユ
ー
ス
ワ
ー

ク
と
重
な
り
合
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

考
え
方
な
の
で
す
。

ま
と
め

　
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
最
初
に
述
べ
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
へ
の
誤
解
と
い
う
問

題
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
ユ
ー
ス
ワ
ー

ク
に
と
っ
て
も
大
き
な
領
域
な
の
で
す

が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
技

法
を
学
ぶ
こ
と
は
日
本
で
は
難
し
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
故
に
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
矮
小
化
さ
れ
て
捉

え
ら
れ
て
い
く
。
再
度
、
グ
ル
ー
プ
を

若
者
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
方
法
論

と
し
て
注
目
し
て
い
く
と
と
も
に
、
実

践
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

※�

写
真
は
本
文
の
事
例
と
は
直
接
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

※
1
　�

こ
こ
で
い
う
ワ
ー
ク
は
、〝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
〟
と
い
う
方
法
の
一
部
分
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。

おしゃべりしながら……

真面目な顔、笑顔、考えている顔
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さ
ま
ざ
ま
な
背
景
に
合
わ
せ
て

〜
学
習
支
援
事
業
の
成
果
と
今
後
〜

中
京
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
　
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
　
斎
藤 

麻
未

学
習
支
援
事
業
と
は
　

　

京
都
市
ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
協
会
で

は
、
様
々
な
事
情
で
学
習
環
境
の
整
い

に
く
い
状
態
に
あ
る
中
学
生
ら
を
対
象

と
し
て
、
高
校
へ
の
進
学
を
手
助
け
す

る
学
習
支
援
事
業
を
２
０
１
０
年
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
６
年
よ
り

ら
れ
る
経
験
が
中
学
生
に
と
っ
て
大
き

な
意
味
を
も
つ
の
で
す
。

　

同
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

に
と
っ
て
も
社
会
課
題
を
身
近
に
捉

え
、同
じ
学
習
会
の
仲
間
と
共
に
考
え
、

「
他
者
の
役
に
立
つ
」
と
い
う
経
験
は

大
き
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。
中
学
生
に

と
っ
て
は
身
近
な
「
大
人
」
で
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
ま
た
、
成
長

過
程
に
い
る
青
少
年
で
す
。
活
動
を
通

し
て
他
者
と
関
わ
る
機
会
を
得
る
こ
と

は
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
社
会
と
つ
な
が

り
、
成
長
す
る
重
要
な
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

花
園
大
学
研
究
チ
ー
ム
か
ら
　

　

こ
う
し
た
成
果
に
つ
い
て
は
、
花
園

大
学
子
ど
も
の
貧
困
研
究
会
に
よ
る

「
京
都
市
学
習
支
援
事
業
調
査
報
告
」

で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
京
都
市
ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
協

会
が
実
施
す
る
学
習
支
援
事
業
の
参
加

者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
・
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
調
査
報
告
の
中
で
は
、
中
学
生

が
安
心
で
き
る
相
手
と
話
す
こ
と
で
学

習
会
を
安
心
で
き
る
居
場
所
と
感
じ
、

そ
う
い
っ
た
居
場
所
で
こ
そ
自
己
肯
定

感
が
高
ま
り
、
学
習
支
援
の
成
果
を
生

み
出
し
て
い
く
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

勉
強
を
教
え
る
だ
け
で
な

く
、
身
近
な
大
人
と
関
わ

り
、
自
分
を
肯
定
的
に
捉

え
る
経
験
を
す
る
こ
と
で

学
習
支
援
の
成
果
が
生
み

出
さ
れ
る
と
裏
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
　

　

学
習
会
に
参
加
し
て
い

る
中
学
生
は
経
済
的
な
困

窮
の
問
題
に
限
ら
ず
、
親

が
遅
く
ま
で
働
い
て
い
て

家
で
の
学
習
習
慣
が
整
っ

て
い
な
い
、
外
国
に
ル
ー

ツ
が
あ
り
学
習
言
語
に
困

り
感
が
あ
る
な
ど
、異
な
っ

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
自
主
的
な
活
動
と

し
て
始
ま
っ
た
取
り
組
み
が
事
業
化
さ

れ
、
２
０
１
７
年
に
は
市
内
す
べ
て
の

区
で
学
習
支
援
事
業
を
展
開
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て
運
営

を
工
夫
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
実
際
　

　

学
習
会
は
、
週
に
1
回
、

1
時
間
半
〜
2
時
間
半
、
1

対
1
で
の
学
習
支
援
を
ベ
ー

ス
に
、
大
学
生
を
中
心
と
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

が
中
学
生
の
希
望
や
思
い
を

聞
き
取
り
な
が
ら
一
緒
に
勉

強
し
て
い
ま
す
。
勉
強
以
外

に
も
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
中

学
生
同
士
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
の
仲
を
深
め
る

機
会
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

み
え
て
き
た
成
果
　

　

学
習
面
で
の
成
果
と
し
て

は
、
継
続
的
に
参
加
を
し
て

い
る
中
学
生
の
基
礎
的
な
学
力
の
向
上

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
学
力
に
「
遅
れ
」

の
あ
る
中
学
生
も
い
ま
し
た
が
、
1
対

1
の
体
制
を
と
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と
で

個
々
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
学
習
を
組

み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

が
難
し
か
っ
た
中
学
生
も
、「
わ
か
る
」

と
い
う
感
覚
が
自
信
に
な
り
、
学
習

へ
の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

テ
ス
ト
の
点
数
や
通
知
表
の
評
定
な

ど
、
目
に
見
え
る
成
果
を
見
せ
て
く

れ
た
中
学
生
も
い
れ
ば
、
意
欲
や
集

中
力
や
態
度
な
ど
、
そ
の
姿
勢
に
成

果
を
表
し
た
中
学
生
も
い
ま
し
た
。

　

一
定
の
関
係
性
を
築
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
学
習
を
行
う
か

ら
こ
そ
、
細
や
か
な
気
づ
き
が
活
か

せ
る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
良
好
な
関
係
を
築
く
こ

と
で
、
中
学
生
に
と
っ
て
学
習
会
が

「
飾
ら
ず
に
い
ら
れ
る
場
所
」「
安
心
し

て
い
ら
れ
る
場
所
」に
な
っ
て
い
ま
す
。

信
頼
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

に
見
守
ら
れ
る
安
心
感
や
、
保
護
者
や

先
生
と
は
違
っ
た
身
近
な
大
人
に
褒
め

た
背
景
を
も
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
学
業
達
成
が
果
た
す
意
味
は

決
し
て
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々

な
状
況
に
い
る
中
学
生
の
学
習
を
支
援

す
る
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
人
と
出
会

う
チ
ャ
ン
ス
や
、
他
者
と
の
関
わ
り
の

な
か
で
自
分
自
身
を
大
切
に
思
え
る
よ

う
に
な
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
こ
れ
か

ら
も
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
複

雑
な
時
期
に
い
る
中
学
生
ら
と
向
き
合

い
、
た
く
さ
ん
の
大
人
が
彼
ら
を
見
守

り
、
支
え
、
大
人
も
ま
た
力
を
も
ら
え

る
。
互
い
に
よ
い
影
響
を
与
え
合
う
場

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

現
在
、
市
内
全
て
の
区
に
1
つ
は
拠

点
が
あ
り
、
数
と
し
て
は
拡
大
・
充
実

が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ

れ
ま
で
の
運
営
の
中
で
見
え
て
き
た
諸

課
題
に
向
き
合
い
、
中
身
を
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
欠
席

の
多
い
中
学
生
や
外
へ
出
に
く
い
中
学

生
へ
の
対
応
や
、
高
校
進
学
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
も
検
討
が
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
は
、
学
習
支
援
以
外
に

も
生
活
環
境
や
家
庭
環
境
を
包
括
的
に

支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
全
拠
点
で

話
し
合
い
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

中
学
生
の
こ
と
を
大
切
に
思
う
大
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
持
つ
力
が
発
揮
さ
れ
る
場
づ
く
り
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

意欲をとりもどした中学生
　勉強への苦手意識が強かった中学生のＢさんは、問題に向き合
うことが難しく「わからへんし嫌、やりたくない」と諦めの言葉
をよく口にしていました。学校や家庭では、そのような態度につ
いて叱責されることが多く、一層意欲をなくしている状態でした。
学習会ではＢさんに寄り添うことを決め、決して叱ることなく「一
人では難しいね、一緒にやってみよう」と声をかけ、「やればでき
る」経験を重ね、Ｂさん自身が「やってみよう」と思えるように
働きかけを続けました。学習会で成功体験を重ねるうちに、次第
にＢさんは意欲的に学習に取り組めるようになりました。

ありのままでいられる場所
　学習会に参加しはじめたころは、人見知りだったＡさん。自ら
誰かに話しかけることはなく、問いかけに対してうつむき加減で
「はい」と返事をする以外ほとんど話しませんでした。担当のボ
ランティアスタッフと学習する中で、少しずつ趣味や部活動の話
をするようになり、参加回数を重ねるごとに担当のボランティア
スタッフには自ら一言二言話すようになりました。控えめで遠慮
がちなところは変わりませんが、笑顔でいることが増え、輪の中
に入って楽しそうに話す姿が見られるようになりました。ボラン
ティアスタッフの誕生日には、得意の絵を描いてプレゼントして
くれたり工作を披露したりするなど、自分を表現してくれるよう
になりました。Ａさんにとって、学習会が安心して自分を表現で
きる場となったことが感じられました。

スタッフ研修の様子
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　中京青少年活動センターでは、青少年グループのための資金集め
教室を 10 月 22 日（日）に開催します。「活動資金の集め方が分か
らない……」そんな方に向けて、ファンドレイジングの専門家を招
き、明日から活用できる補助金の申請・寄付の呼びかけ・広報・ファ
ンづくりの基礎知識を教えてもらいます。詳細は中京青少年活動セ
ンターまでお問い合せください。

　下京青少年活動センターで活動している “ ユース街づくりスタッ
フ「チーム街スタ」” が、下京区内の商店街や、センター周辺地域の
PR 動画を作成しました。ボランティアが商店街や地域の方々に声
をかけ、昨年度、大きな反響を呼んだ、通称『恋ダンス』を踊って
もらいました。前作『恋するフォーチュンクッキー』の商店街 PR
動画に比べ、協力団体数は倍以上の約 50 団体。ボランティアは「こ
れだけ協力を得ることが出来たのは、継続的に関わりを築いてきた
からだと実感できた」と話します。完成した動画は商店街の皆さん
の魅力が詰まったものになっています。ぜひ一度、商店街に足を運
んでみてください。

　中学・高校生の頃から伏見青少年活動センター（以下、ふしみん）
を利用している 2 人の記念公演「nowhere( ノーウェア )」が 6 月
30 日（金）、呉竹文化センターにて開催され、観覧させていただき
ました。
　毎日のようにふしみんに通って練習し、夢に向かって努力する姿
をずっと見てきた私たちには、今日の舞台がとても、感慨深く、誇
らしい気持ちになりました。ふしみんを「ただの練習場所ではなく、
そのままの自分たちが受け入れられる大切な居場所」と語る 2 人を
これからも応援していきたいと思うとともに、今後ますますのご活
躍を楽しみにしています。（ふしみん職員）

facebook　 https://www.facebook.com/puspa.tap

　京都の大
学生を中心
に構成され
ているイン
ターカレッ
ジサークル

「aile」 は、
教育・福祉・
環境の分野
で ボ ラ ン
ティア活動
を行ってい
ます。その
活動の一つであるサタデースクールでは、大宅小学校にて小学生と
の理科実験、写真立て作りなどの勉強や遊びを主催しています。また、
東山青少年活動センターで定期的にボランティア活動も行っていま
す。気軽に参加できるところや、真面目な学生が多く、活動に真剣
に取り組めるところがこのサークルの魅力です。現在部員を募集中
なので、気になった方はぜひサークル HP を覗いてみてください。

（取材：学生ボランティア F）

商店街で『恋ダンス』

華～ puspa ～の結成 15 周年記念公演

気軽に社会貢献を
「学生ボランティアサークル aile ( エル )」

なんたん地域で新たな展開

　京都市ユースサービス協会では、10 年あまり京都若者サポー
トステーション（以下サポステ）を受託・運営し、京都市内を中
心に若年無業者の就労支援に取り組んできましたが、今年度より
乙訓地域・南丹地域（亀岡市／南丹市／京丹波町）を含む対象地
域に広がり、亀岡市に新たな拠点を構えました。
　「なんたん地域若者サポートステーション」と命名されたその
新拠点は、サポステのサテライトとして、2017 年 4 月 4 日に
開所いたしました。その結果、1 年あまり、サポステ支援の空白
地域であった当該地域に再びサポステが設置されました。

若年無業者の就労支援拠点を開設！！

〒 621-0042　京都府亀岡市千代川町高野林西ノ畑 16 -19
te l：0771-23-8002　fax：0771-23-8004
HP：http://ys-kyoto.org/support/nantan/
火曜日・木曜日・土曜日　12：00 ～ 17：00
上記以外の曜日及び祝日、年末年始（12/29 ～ 1/3）（閉所）
JR 嵯峨野線　千代川駅下車　徒歩 10 分／　駐車場あり

なんたん地域
若者サポートステーション

　開所から数か月が過ぎ、関係機関との連携も進んでお
りますが、認知度とともに、分野を超えた連携が課題と
なっています。若年無業者の中には、ひきこもり状態の
若者も少なくありません。また、背景もさまざまであり、
各支援機関との連携が必須です。京都府のひきこもり支
援をもとにした「なんたん子ども若者ネットワーク会議 
(2017 年 ) 」を発端に、「教育」「家族」「福祉」「就労」
4 分野の連携・支援の HUB（窓口・調整・繋ぎ……）
として、「なんたんユース HUB」が立ち上がり、動い
ています。
　なんたんサポステも参画しており、ひきこもり支援と
の連携を視野に入れつつ、就労分野における地域の中核
的存在となるべく、若者の就労支援に取り組んでいきた
いと考えております。

なんたん地域における
ネットワーク型支援

青少年グループのための
「資金集め教室」開催します！

ユースかわら版


